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研究成果概要 我々の銀河系中心ブラックホ

ール（SgrA＊）は見かけの角度で最大のシュワ

ルツシールド半径（約 8μ秒角）をもつ。我々

は、そのブラックホール近傍の構造（降着円盤、

ジェット生成現場やホライズンの形状）の計測

を行う装置計画“きゃらばん・サブミリ”を進

めている。特にホライズンは差し渡し 40μ秒角の黒い穴（ブラックホール・シャドー）とし

て撮像され、その確認は宇宙における強重力場の存在を示し、重力波検出とは独立の一般相

対性理論の検証場となる。“きゃらばん・サブミリ”計画は、サブミリ波電波の観測に適した

大気水蒸気量の少ないアンデス高地にその観測地点を求めている。既にインフラのある観測

施設としてペルーIGPのワンカヨ観測所(標高 3300ｍ)、そしてボリビア・ラパスのチャカルタ

ヤ宇宙線観測所（標高 5300ｍ）がサイトとしてふさわしい。2012年の調査では柱密度 1ミリ

程度の水蒸気量を確認している。通年での大気水蒸気量のモニターをチャカルタヤ山頂に

おいて実施するための準備を進めている。これまで、太陽光を分光して近赤外線にある

水蒸気の吸収線の深さから、大気水蒸気量を推定する近赤外線水蒸気メータを用いてき

た。光学望遠鏡を用い、明るい恒星を光源として用いて夜間の測定を可能にする準備を

すすめた。 
（銀河中心ブラックホールに向けてガス雲が落下するとの予測があり、2013 年度は国内

における銀河中心 SgrA*の強度観測モニターに注力した。そのため、チャカルタヤ山で

の大気水蒸気モニターの進展は芳しくなかったことをここ記し、陳謝する。） 
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